
認知症多職種協働研修会 

高齢化の進行とともに、認知症の人も、大幅に増加することが見込まれます。 

認知症は、疾患の進行とともに、症状やケアのニーズが大きく変化していきま 

すので、医療や介護、福祉等に関わる様々な職種が、必要な情報を共有し、適 

切な役割分担のもと、ご本人やご家族の生活全体を支えていくことが必要です。 

この度、多職種協働について学んでいただくとともに、「顔の見える関係づくり」 

の機会として、研修会を 2回シリーズで実施します。 

 

開催日時        平成 27年 7月 10日(金)19時～21時 

平成 27年 11月 13日(金)19時～21時 

 

開催場所  吉野川市役所 東館 2階 221会議室 

 

対象   認知症患者とその家族の支援に携わっている専門職、行政関係者 

等 

参加料   無料 

 

研修内容 

第 1回 

① 講義「認知症 医療との関係」 

認知症の発症から終末期にかけて、医療職が関わるそれぞれの場面と円滑な医療

の提供 

講師:国立機構徳島病院 サポート医 医師 乾 俊夫氏 

② グループワーク 

初期段階での連携のあり方(事例に基づく連携の確認) 

 

第 2回 

① 講義「認知症の方の生活支援」 

講師:国立機構徳島病院 サポート医 医師 乾 俊夫氏 

② グループワーク 

住宅支援における連携について (事例に基づく連携の確認) 

 

お問い合わせ : 吉野川市地域包括支援センター ☎(0883)22-2265 


